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波数帯を利用するためには，実際の電波伝搬の測定実験を行いな
がら電波伝搬特性を見極めて，その活用形態を検討していく必要
があります．そこで，世界に先駆けて屋外市街地環境において実
際に電波を送出して，300 GHzまでの電波伝搬特性のモデル化へ
の検討を開始しました（図 3）．こうした実験を 1 つひとつ積み
重ねて，どのようなかたちで高周波数帯が使えるようになるかと
いうところを解明しています．さらに，こうした結果を，ITU-R

（ I n t e r n a t i o n a l  T e l e c o m m u n i c a t i o n  U n i o n  - 
 Radiocommunication Sector） な ど の 国 際 標 準 化 機 関 や，
 Beyond 5G推進コンソーシアムのホワイトペーパーへ寄与，貢

献しています．
周波数共用については，無線LAN関連で，これまでの 2.4 GHz

と 5  GHzの 2 つの周波数帯に加えて，衛星通信や固定マイクロ
波通信，TV放送用の無線中継等に用いられている 6  GHz帯を新
たに使えるようにする制度改正に向けた検討に貢献しています．
2022年からは5.925 GHzから6.425 GHzの周波数帯での無線LAN
利用が開始されています．現在もこの周波数帯での無線LANの
利用拡大に向けた検討に取り組んでいます．同様に，LPWA（Low 
Power Wide Area）で利用されている920 MHz帯をはじめとす
る，いわゆるプラチナバンドと呼ばれる 1  GHz以下周波数帯に
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おいても，新しいIoT（Internet of Things）向け無線LANが利
用できるように制度改正への貢献をしてきました（図 2 ）．

さらなる周波数共用を進めていくために，現在注目されている
のが AFC（Automated Frequency Coordination）と呼ばれ
る技術です．これは，無線LANを利用する場所に応じて，利用
できる周波数を適切に選択できるようにし，同じ周波数帯で運用
されている他の無線システムに対して有害な干渉影響が発生しな
いように周波数を運用する技術です．現在その導入に向けた検討
を総務省等で進めているところであり，私たちも新たな周波数共
用の仕組みを実現できるように貢献をしています．

新たな無線技術を世の中に出していくためには，無線機器の普
及や無線のサービス化に加えて周波数割当て等の制度も深く関連
してきます．周波数の割当てについては用途を含めて，ITU-Rや
WRC（World Radiocommunication Conference）において
決められる国際ルールと，国内での運用に向けて総務省が設置す
る各種委員会等において検討される国内制度化の両方に取り組む
必要があり，こういった取り組みに対して積極的に貢献を行って
います．機 器 の 普 及については，3GPP（Third Generation 
Partnership Project），Wi-Fi AllianceあるいはIEEE（Institute 
of Electrical and Electronics Engineers）等における標準化活
動をとおして業界全体で普及のビジョンを描いていくということ
も必要です．そうした制度化や標準化をふまえ，NTTグループな
らではのサービスを創出していくことも大切です．私たちは，こ
うした研究開発，制度への対応，機器の普及，サービス化といっ
た要素について，自動車の 4 輪を回すように調和しながら活動し
ています． 

Cradio®×低遅延FDNはどのような技術でしょうか．

光無線連携制御技術です．マルチ無線プロアクティブ制御技術
「Cradio®」と，ネットワークの伝送時間とエッジコンピューティ
ングの処理時間をトータルで監視し，サービス要件に応じて遅延
等の品質をエンド・ツー・エンドで常に低遅延・低ジッタな状態
に保ち，サービスを持続的かつ安定的に提供する技術「低遅延
FDN」による拡張連携インタフェース（Extended  Cooperative 
Transport Interface：eCTI）を介した無線と光のリアルタイム
制御技術で，低遅延かつ安定性の高いネットワークサービスの提
供が可能となります（図 4）．

この技術については，工場内無線環境を想定したWi-Fiアクセ
スポイントとIOWN APN（All-Photonics Network）回線を接
続し，Wi-Fiアクセスポイント配下の無線端末とクラウドサーバ
間で通信する環境を構築し，無線利用状況を把握するCradio®機
能を実装した無線コントローラと，IOWN APN回線のリアルタ
イム切り替えを行う光コントローラを，eCTIを介して連携させる
ことで，以下の 2 つの実証実験を2024年 5 月に行いました（図 5）．
　① 　ユーザ指示に基づく，用途に応じた無線＋光連携実証：工

場において，各プロセスのビッグデータ収集作業から遠隔ロ
ボット操作作業への切替を想定し，それぞれの作業における
性能要件に合わせ，使用するWi-Fiアクセスポイントと接続
先クラウドサーバへの光パスを同時に切り替える実験を行い，
連携動作が完了することを実証しました．

　② 　無線利用状況に基づく，接続ユーザ端末数に応じた無線＋
光連携実証：工場において，接続されるユーザ端末数を検知
し，その情報に基づき自動で接続先クラウドサーバへの光パ
スを切り替える実験を行い，100 ms程度で連携動作が完了
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B5G推進コンソーシアム
ホワイトペーパ掲載

ITU-R SG5 
WP5D寄与文書入力

未開拓
周波数帯

300 GHz 
アンテナ

周波数横断的測定によるモデル化

1 GHz 100 GHz10 GHz

5G

6G

周波数

移動通信システム周波数帯

図3 新規周波数帯の開拓（＞100 GHz帯）



2024.1036

挑戦する研究者たち

することを実証しました．
この技術はWi-Fiやローカル5Gなどの自営系無線に加え，

 Beyond 5G/6Gなどのセルラ系システムにも応用可能です．今
後は，さまざまな無線システムとIOWN APNの連携動作，各種
利用シーンを想定した実証実験を進め，IOWN APNと自営系無
線を組み合わせたトータルネットワークソリューションビジネス
の展開への貢献をめざします．

研究開発，制度への対応，機器の普及，
サービス化を調和させながら成果を世
の中に出す

研究者として心掛けていることを教えてください．

私たちの研究は実用化研究なので，成果が世の中に出ていくよ
うにしていくにはどうしたらいいのかということを，常に全体で
考えていくことが大事だと思っています．その意味で，前述のと
おり，私たちは，研究開発，制度への対応，機器の普及，サービ

図 4　つながり続けるネットワークを実現するCradio®×低遅延FDN
4図4 つながり続けるネットワークを実現するCradio®×低遅延FDN

■2024年5月15日に報道発表無線リソースと光パスを連動切り替え

適用例①：用途に応じた、無線＋光の切り替え
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図 5　実証実験における光無線連携制御動作シーケンス
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ス化といった要素について，自動車の 4 輪を回すように調和しな
がら活動しています．

さて，以前，標準化の活動の中で，複数の無線LANのアクセ
スポイントが連携して干渉をうまく抑えて通信するような仕組み
を検討し，それを実装していく提案をしたのですが，技術を商品
の中で実装して世の中への展開を考えた場合に，多くのベンダか
ら賛同が得られずに，残念ながら不採用になったという経験があ
ります．一方，現在取り組んでいる次世代無線LANの標準化では，
複数の無線 LAN のアクセスポイントが連携する，Multi-AP 
Coordinationという技術が 1 つの重要技術領域と設定されて議
論が進んでいます．技術だけができた状態ではなく，装置開発の
ノウハウをはじめとする，商用化までたどり着くのに必要な各社
の機運の高まりと合ったときに，本当に技術が展開できるタイミ
ングが来て，世の中に出ていくということを実感しました．こう
した経験もあり，現在，802.11ah推進協議会という，通信キャリ
ア，メーカ・SIer，学術団体他168社・団体（2024年 3 月21日現在）
から構成される団体で，副会長としてIEEE802.11ahの日本国内
での利用実現に向けた業界横断での仲間づくりを行い，制度化や
標準化を牽引し完了させることに成功しました．自分たちの見え
ている範囲だけで何かやろうとすると，新しいことはなかなかで
きないので，さまざまな人の知恵をお借りしながら，結び付きな
がら，より大きな枠組みで新しい価値をつくっていくことが大事
だと感じています．

そして，実験室の中で技術検討をしているだけではこういった
経験をすることはできませんし，特に電波の場合はアンテナの設
置や実際の環境による影響もあり，現場でなければ分からないこ
とも多々あるので，リアルなところに触れていかないと，突破口
を見い出すことは困難になります．

こうした考え方や経験を踏まえて，私は研究開発のアプローチ
を次のように考えて，テーマ設定，研究開発活動に取り組んでい
ます．

1 つは無線リソースの新たなフロンティアの設定です．無線技
術は時間，空間，周波数といったリソースを活用するものとして
研究開発が進められてきました．ただし，信頼性の高い無線シス
テム設計においては，無線環境の変動や干渉等を避けるために，
未確定な変動要素に対して各種のマージンを積み重ねています．
もし無線環境の変動確率を適切に予測することができるようにな
れば，マージンを極限にまで削減していくことが可能となり，よ
り多くの無線トラフィックを効率的に収容していくことができます．
そこで，現在未確定な変動要素として設定されているマージンを
新たな第 4 のリソースに変換する研究アプローチを提案していま
す．無線品質の予測精度を高め，予測結果を動的に無線制御に反
映させていくリソースマネジメントができれば，飛躍的な周波数

利用効率の向上が実現できると考えています．
もう 1 つは無線領域の研究開発と他領域の連携です．無線技術

の専門の枠から一歩外に出て，外の人たちと一緒に新たな領域を
組み合わせて，新しい技術をつくり出していけるかというところ
にもチャレンジしていくことが必要と考えます．さらに新たな技
術領域だけでなく，無線システムの外側にあるさまざまなアプリ
ケーションとの連動も，もう 1 つの新たなアプローチととらえて
います．無線の送信機と受信機の間だけを最適化するのでは，ア
プリケーションの要求品質をみたすことができません．IOWN時
代ではさまざまなデータベースや，コンピューティングリソース
がリアルタイムに連動していきます．そうした連動をも考慮した
アプリケーションとのタイトな連動により，無線システムの価値
を新たなステージに引き上げることができると考えています．

後進の研究者へのメッセージをお願いします．

最近研究者のWell-beingに関心があります．私はNTTの研究
所に入所して約30年たちましたが，研究開発を行っていく中で，
調子の良いとき・悪いときは必ずあります．うまくいかないときは，
ずっとうまくいかないのではないかという気持ちになるときもあ
りましたが，逆に，その経験が活かされてより大きな成功につな
がるようなこともたくさんありました．ポジティブに考えて，う
まくいっていない状況に直面した場合でも，いつかは必ず大きな
価値につながる経験だと受け止めながら，最終的により大きな成
果を見い出せるように，研究開発を進めていくということが大事
だと思います．すべての研究者があらゆる場面でそのように考え
ることは難しいと思いますが，こうしたポジティブな考え方でと
らえていけるよう，一緒に研究開発するメンバー全員でフォロー
していくことができれば，チャレンジ性の高い研究開発チームを
つくっていくことができると思います．

話は変わりますが，海外における科学技術の大型プロジェクト
のニュースを見ていたとき，大型プロジェクトがうまくいかなかっ
たにもかかわらず，かかわったプロジェクトの責任者やメンバー
が失敗を次のステップに向けた知見を得る機会になったと，もの
すごくポジティブにとらえて発言していることに驚きました．国
内の研究開発で，そのように反応することはなかなか難しいので
はないかと思います．

うまくいかないことも含めたあらゆる経験をポジティブに受け
止め，それをどのように次の成功につなげるか，担当者だけでな
く周囲の研究者も一緒に考え，新たな道筋をつくっていくことが
大切だと思います．そして，それが研究者のWell-being向上に
つながっていくのではないでしょうか．
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迫り来る大規模データ時代に必要な
「高速かつ正確なデータ分析基盤」

IOWN（Innovative Optical and Wireless Network）構想の構成要素で
あるオールフォトニクス・ネットワークでは多くの大規模データを集める未来が
描かれています．低遅延のオールフォトニクス・ネットワーク上では計算リソース
やデータが手元になくとも高速にアクセスできればユーザが必要な知識や情報
を取得できるようになります．データ分析を高速に実現するため，近似解では
なく正確なデータの分析を取り組む藤原特別研究員から，研究の軸として変化
しない部分と，柔軟に外部環境を研究して取り組む部分についてお話を伺いま
した．

◆ PROFILE：2001 年早稲田大学理工学部電気電子情報工学科卒業．2003 年早稲田大学大
学院理工学研究科電気工学専攻修士課程修了．同年，日本電信電話株式会社入社．2011 年東
京大学大学院情報理工学系研究科電子情報学専攻博士課程修了．博士（情報理工学）．データ
工学，データマイニング，人工知能などの研究開発に従事．平成 29 年度科学技術分野の文部
科学大臣表彰若手科学者賞，電気通信普及財団第 27 回テレコムシステム技術賞，情報処理学
会 2015 年度長尾真記念特別賞など受賞．

NTTコミュニケーション科学基礎研究所
特別研究員

データベース×機械学習：高速かつ正確な� �
大規模データ分析基盤のための研究

■今行われている研究を始めるまでの経緯を教えてください．
私は現在「大規模データに対する高速データ分析基盤」という，

データベースを軸とした研究を進めています．
自身の研究についてさかのぼると20年ほど前にデータベースの

研究チームに入り，多くのデータの中からユーザの好みに基づい
た情報の提示や，ユーザの指定した検索条件に近しいデータを探
すなど，データ内容を分かりやすくかつ要約してユーザに提示す
るという研究を行っていました．

私が研究を始める前の1990年代のデータベース分野では格納さ
れている静的なデータが研究の対象でしたが，私が研究を始めた
2000年代になるとセンサなどのデバイスが発達し，データストリー
ム（例：インターネットから時系列で送信されてくるデータ）な
どの動的に流れてくるデータに対する研究が盛り上がっていました．

私も時代の流れに沿ってデータストリームを研究していましたが，
2010年ごろからはソーシャルネットワークやWebなど，当時流
行りのサービスやアプリケーションと親和性が高い，グラフでデー
タを表現するグラフデータベースに対する研究がその分野で人気
の研究課題となりました．

それならば，と私もグラフデータの研究を進めていましたが，デー
タベースを利用する立場であるアプリケーションからの観点で技
術課題や研究論文などを調べると，レコメンデーションなどの多

くのタスクに機械学習が応用できる可能性が示されていました．
そのときに「どうやらこれは機械学習の時代がきているのでは」
と感じ，現在の機械学習を意識した大規模分析基盤の研究にシフ
トしてきたという状況です．

またデータベース分野の研究も近年の機械学習の影響で変わっ
てきたように感じます．データベースは，アプリケーションと
OSの間にあるミドルウェアで，データを蓄積・加工するような
補佐的な位置付けにあります．20年前のデータベース研究が対象
としていたデータ分析は，似たデータを探す類似検索など初歩的
なものでしたが，10〜15年くらい前にビッグデータという概念が
出てきたころから，大量のデータに対して高度な分析をしてユー
ザが想像もできないデータに潜む情報を提示する，いわゆる「機
械学習に基づいた分析技術」が注目されている状況にあると思っ
ています．

ただ私としてはOSとアプリケーションの間というデータベー
スが担うポジション自体は変わっていないと考えています．その
ため，集まった大量のデータを分析しその結果をユーザに提供す
るというデータベースのミドルウェアとしてのポジションのまま，
データベースと機械学習をつなげて高付加価値を生み出す大規模
データの情報処理基盤の研究を進めています．

■大規模データ時代にはなぜ分析基盤研究が必要なのでしょうか．
大規模データを取り扱うことはデータベース研究の醍醐味とも

いえます．データベースの研究者の発想はシンプルで，「膨大な

藤原靖宏 Y a s u h i r o  F u j i w a r a

URL	 https://journal.ntt.co.jp/article/29841

DOI	 https://doi.org/10.60249/24101301
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量のデータを高速に処理する」ことにフォーカスしています．極
端にいえばそこにだけ興味がありスモールデータには興味があり
ません．

これは今に始まったことではありません．1970年代からあるもっ
とも古いデータベースの国際会議の １ つにVLDBというものがあ
りますが，これはVery Large Data Basesの頭文字を取ったも
のになります．このように昔からデータベースの研究には「多く
のデータを高速に処理する」という世界観があり，その世界観を
現代風にアレンジしているのが私の研究だと思います．

低遅延のネットワークにより膨大なデータを集めることが可能
になる大規模データ時代には，集めたデータを活用するために必
要となる正確かつ高速なデータの分析技術への関心がこれまで以
上に高まると考えています．その集めたデータの分析手法として，
機械学習が今よりさらに重要になってくるでしょう．

機械学習を研究している方は国内外に非常に多くいらっしゃい
ますが，その研究のほとんどは「精度を上げること」に興味が向
いている傾向があり，処理速度の高速化をメインで研究されてい
る方は，実をいうとさほど多くありません．なぜなら高速化を追
求するためには機械学習だけでなく，データベース分野などにお
ける手法も知らないといけないため手を出しにくいところがある
からです．

私はその「高速化をメイン」とした分析基盤を研究テーマとし
ています．大規模データ時代は人間が知覚不可能なデータを，人
間が知覚可能な情報に変換できるように処理することが重要になっ
てきます．そのためには精度を高める研究はもちろん，機械学習
が大規模なデータを正確かつ高速で分析処理ができる基盤を構築
する研究が必要だと考えています．

■この研究はNTTの掲げるIOWN構想の １つであるオールフォ
トニクス・ネットワークにも関連しているのでしょうか．
IOWN（Innovative Optical and Wireless Network）構想

ではオールフォトニクス・ネットワーク（端末からネットワーク
まですべてにフォトニクス（光）ベースの技術を導入し，エンド・
ツー・エンドでの光波長パスを提供することで実現する，低消費
電力，高速大容量，低遅延伝送のネットワーク）により大規模な

データを集める未来が描かれていますが，これはデータベース研
究における「膨大な量のデータを高速に処理する」という世界観
と非常に親和性が高いと考えています．そのため私のデータ分析
基盤の研究がIOWN構想に貢献できると考えています．

具体的に言えばオールフォトニクス・ネットワークにより低遅
延が当たり前になった場合，手元に計算機リソースやデータがあ
る必然性はなくなり，低遅延のネットワークの先のサーバにある
計算機リソースやデータにアクセスすればさまざまな処理を行う
ことが可能になります．またIOWN構想におけるオールフォト
ニクス・ネットワークが立ち上がれば大規模データの収集も可能
になります．私の研究は大規模データの高速データ分析基盤であ
り，ネットワークの先につながったサーバにある「莫大なデータ
の中に人が思ってもいなかった知識や情報」を獲得することにつ
ながります．超高速低遅延のIOWNオールフォトニクス・ネッ
トワーク，そしてそこに集まるデータから価値を生み出すデータ
分析の基盤として，「ネットワークにおける高付加価値」をめざ
した研究を進めています．

■「大規模データに対する高速データ分析基盤」はどのような特
徴があるのでしょうか．他の処理技術との違いやポイントを教
えてください．
よくあるデータベース研究との大きな違いは，近似解（高速性

を優先させた，誤差を許容した解）ではなく「高速かつ正確をめ
ざしていること」です．

初めてデータベース分野の研究に取り組んだ当時は，データス
トリームに対する研究が流行っていたとお伝えしました．そのと
きのデータベース分野の共通認識として「データは流れていくか
ら処理が追いつかない．そのため近似解で良い」というものがあ
りました．20代そこそこの私はデータベースのあるべき姿として
その考えに違和感を抱き，なんとかしたいと考えていました（図 1）．

私は一時的に研究所から出てNTT西日本に ２ 年ほど所属して
いたのですが，当時はNGN（Next Generation Network）の
開発が盛り上がっている一方で，NGNの開発を終えた次はどの
ようなサービスを開発するのかが課題でした．

フレッツ・グループアクセスなどのネットワークを活用した新

図1 近似によるデータ解析

• 高速にデータ解析を行うには一般的に近似的な処理を用いる
• 近似的な処理は計算時間と解析結果の精度のトレードオフ

計算時間 解析結果の精度

・計算時間を短くすると解析結果の精度が低下してしまう
・解析結果の精度を上げるためには計算時間を増やす必要

近似によるデータ解析は高速性の引き換えに精度を犠牲

図 1　近似によるデータ解析
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しい利用用途などを創出するのは 1 つの方法でしたが，私として
は当時自分が担当していた「既存サービスを新しい技術で裏支え
して既存事業に貢献する」というサービスに意義を感じていました．
具体的にそのサービスは，NTTが提供していたラジオ中継網がメー
カ機器の老朽化により維持困難になったため，お客さまから見て
インタフェースが変わらないような機器を新規に開発することで
延命させていくというものでした．

そのときに既存のサービスをそのままの動作条件で，バックエ
ンドを新しいものに置き換えて提供するというのは，企業のサー
ビスの 1 つになるのではと考えました．ユーザに提供する機能は
変わらないけれども，より早く，より確実に，という見えない部
分の価値提供も 1 つの大きなイノベーションではないかと考えを
めぐらせたともいえます．

もし代替システムで置き換えるとき，ユーザとしては処理結果
が近似ではなく正確なほうが良いし，さらに必要な計算機リソー
スを減らしつつ速度を上げ，イニシャル（初期導入）コストやラ
ンニングコストを下げられるのならより喜んでいただけるはずで
すよね．

このような思いもあり，データベース分野において主流ではあ
るが私としては必ずしも同意しにくかった「高速な近似解で良い」
という手法ではなく，枝刈り技術を取り入れ「高速かつ正確」な
手法にこだわりをもって研究しています．

この高速かつ正確なデータ分析技術がIOWNの世界観の中で
も他の機能の裏側を支え，処理速度やコストを少しでも下げるこ
とで，IOWN自体のアドバンテージになると思っています（図 2）．

■高速化のポイントとなる枝刈り技術について教えてください．
データベースの世界では枝刈りという概念がありますが，それ

が研究のコンセプトでもあり，手法の考え方の中心の 1 つでもあ
ります．枝刈りの手法はいくつかありますが，代表的なものです
と上限値・下限値による計算の省略，解になり得ない計算の打ち
切り，楽観的処理による高速計算の ３ つがあります（図 3）．

枝刈り技術の特徴は分かりやすくいうと基本的には「サボること」
しか考えていないことです．どうやったら「計算をサボれるか」，「何
がいらないのか」ということを考えて高速化しています．

例えば，辞書の中から「鉛筆」という言葉を探すときに，最初
から 1 ページずつめくる人はあまりいないでしょう．まずは「え」

のページを見つけて，そこから「ん」がありそうなページをペラ
ペラめくる，このようなcoarse-to-fi neのように荒い探索から徐々
に細かい探索を繰り返すのがデータベースとしてよくある手法で
す．また皆さんが日常生活で行っている物探しとも同じです．鍵
をなくしたからといって家中ひっくり返して探すのではなく，最
後にどこにあったかを思い出して，当たりをつけて探しますよね．
枝刈りの考え方として明らかにないところは省き，当たりがつけ
られそうなところを探すというコンセプトで無駄を省きます．こ
のような考え方をコンピュータで処理する数式に落とし込むよう
な研究をしています．

変化し続ける技術に対応する挑戦

■この研究を遂行するうえでの課題と，心掛けていることなどが
あれば教えてください．
私が他の研究者の方と特に違うなと思うのは，良くも悪くも特

定の分野に特化しないことでしょうか．多くの研究者は特定の分
野を専門的に研究されていますが，私は「枝刈りをして計算を速
くしよう」という考え方を基盤として研究しているので，必ずし
も特定の分野に特化していません．そのため，時代で求められて
いるデータ処理や将来的にポピュラーになりそうな技術トレンド
をとらえて，その中で自分が貢献できる分野がないかキャッチアッ
プし続けることが常に課題です．

以前指導していた研究者に，「藤原さんは自動車を片輪走行さ

図 3　代表的な計算の枝刈り手法

図2 高速かつ正確なデータ解析技術

• 不要な計算を枝刈りすることでデータ解析の高速性と厳密性を両立
• 計算の枝刈りを用い膨大なデータを高速に解析する機械学習基盤を実現

人間の意思決定を
サポート

機械学習基盤

計算の枝刈りによる高速
かつ正確なデータ解析 データに潜むパターンや

トレンドを発見

大規模データを収集

図 2　高速かつ正確なデータ解析技術
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せながらパーツを変えるというパフォーマンスに似ている」と言
われたことがあります．研究者は皆同様で，常に走り続けながら
パーツを変える作業をしていかなければなりません．私の場合は
データベース分野における枝刈りという研究領域を半歩踏み締め，
もう半歩は機械学習などに代表される新しい研究領域に踏み出し
ながら研究を進めています．

現在，研究的にホットな深層学習（ディープラーニング：コン
ピュータが自動で大量のデータを解析し，データの特徴を抽出す
る技術）はもしかしたら ５ 〜10年後には別の技術に置き換えられ
ているかもしれません．その場合はそのときに求められている技
術をキャッチアップして勉強しないといけないと思っています．
常に勉強，そして研究です．

■この研究の展望をお聞かせください．
最近さまざまな分野の方と話をしていて頻繁に出てくるのが，

やはり深層学習についての話題です．深層学習が出てきた10年ほ
ど前は，まず深層学習をやるかやらないかという選択肢がありま
した．当時，深層学習はやらないという研究者の方も結構いまし
たが，時代は変わり，そういう方はだいぶ減ってきました．今の
若い研究者の多くは深層学習を研究していますよね．ただ深層学
習はとにかくゴリゴリ計算を頑張るという処理であり，「計算を
サボれるところ」があまりなく，私自身は必ずしも深層学習に積
極的ではありませんでした． 

しかし，深層学習の登場から10年以上経った今，技術の分化が
進み多くの周辺技術が出てきました．大規模言語モデル（LLM：
Large Language Models）でも，LLMだけではなくて外部デー
タを使って知識を生成する，そういう時代になってきて少しずつ
計算をサボる隙というのが出てきたように思います．深層学習に
おいて外部と連携するデータが多くなればなるほど，自分の枝刈
り技術が活用できるのではと可能性を感じています．

また「条件にマッチしたものを探す」というのはおそらく人間
がデータを計算機で扱ううえで本質的な処理であるため，今後出
てくるであろうあらゆる研究でも重要になると思っています．将
来的にも「高速に探索をする」ことにフォーカスして研究するの
だと思います．

■最後に，研究者・学生・ビジネスパートナーの方々へメッセー
ジをお願いします．
一般論でいうと仕事では，できること（can），すべきこと

（should），したいこと（want）の ３ つのバランスが取れている
と理想的だと思っています．

学生のうちは「したいこと」が大きなウェイトを占めており，
自分に何ができるかは分からない方が多いと思います．私の場合
は「したいこと」を仕事にするために事業会社に行きましたが，
そこでの仕事は必ずしも自分が「できること」ではないと分かり
ました．同じように若いうちは自分の「できること」が分からず，
往々にしてそれが自分の「したいこと」とズレていて，「したい
こと」に対する気持ちに裏切られることが多いかなと思っています．

そのため特に若いうちは食わず嫌いをすることなくまずはさまざ
まな仕事に取り組むことで，自分が「できること」を探すのが良
いかなと思います．

また情報系の研究者としては，今は世の中でコンピュータやイ
ンターネット技術の活用が進んでいるので，自分が「したいこと」
でかつ「できること」が，世の中に必要とされるような「すべき
こと」になっている機会に恵まれていると思っています．さまざ
まな研究の選択肢のある中で自分の研究者としてのフィールドを
探せば良いのだと思います．

NTTは情報系の広い分野で数多くの研究をしているので，自分
の専門外の研究をされている方が多くいらっしゃいます．何せ
2000人以上も研究者がいるわけですから．NTTの研究者は人間
性が素晴らしい方が多いので，仲間集めや情報収集もしやすい環
境です．さらにNTTには多くの事業会社があるため，研究者以
外にエンジニアやデータアナリストなどになる道もあります．

この業界を志す方はぜひ選択肢が多いことを利点として幅広い
分野に興味を持ち，長い目で前向きに取り組んでほしいと思いま
す．NTTで現在活躍されている研究者の方は必ずしも学生のころ
から研究者として多くの実績を出していたというわけでもなく，
研究を粘り強く継続することで花開いた方も数多くいらっしゃい
ます．私も研究に本格的に取り組み始めたのは事業会社から研究
所に戻った30代からでした．粘り強く継続していれば，見てくれ
る人は見てくれます．

私は若いころ，初めて論文が通ったとき， １ カ月くらいそれは
もう天にも昇る気持ちでふわふわしていました．学生や若き研究
者の方々も，メモに書いていたアイデアが論文になりそれを眺め
たときに，嬉しいなと感じられると思います．論文が通る前の段
階だとしても，自身の頭の中の考えが具現化されたときに，格別
の達成感を感じられる仕事だといえるでしょう．

研究者で成功している方はそれなりに皆さん軸があります．た
とえもし世の中がある一定の見方をしていても別の視点から見る
とこうだよね，と言えるような方はこの業界に向いているのでは
ないでしょうか．今の時代は理系の研究者が技術により新しい世
界をつくる時代になってきました．自身の軸がある若い研究者の
方が増えてくれることを願っています．

（今回はリモートにてインタビューを実施しました）
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国際情勢へのアンテナを張り巡らせ，国内外の
海底ケーブル建設・保守事業をコアに，APAC
における事業展開に注力する

■設立の背景と会社の概要について教えてください．
NTTワールドエンジニアリングマリン（NTT WEマリン）は

1998年にNTTグループ唯一の海洋エンジニアリング会社として
設立され，2023年に25周年を迎えました．日本国内における通信
用の海底ケーブルの歴史は古く，1872年の関門海峡に敷かれた電
信ケーブルが起源です．時代の流れとともに電電公社，NTTへ
と組織の変遷を経つつも，一貫して海底ケーブルの建設・保守に
従事してきました．
「海底ケーブルをつなぎ・まもり続けた世界の通信をこれから
も支え，社員一人ひとりが，高い志をもち，技術を磨き，一丸と
なって最適なサービスを提供し，さらにその先にある，より一層
安心で便利に暮らせる未来をめざし，社会課題解決に挑戦し続け
る」ことを基本理念としたビジョン，「つないだその先，豊かな
未来へ　Full Ahead！全速前進！」を掲げ，東京都港区に本社
を置き，横浜と長崎，マニラに事務所を構え，事業運営しています．
また，長崎事務所では1896年に建築された洋風建築史上希少な建
造物を保有しており（経済産業省近代化産業遺産認定），長崎県
教育委員会からの要望もあり，これを保存・活用して，海底通信
ケーブルに関するさまざまな歴史を展示している「海底線史料館」
も開設しています．

主要事業は海底ケーブルの敷設およびメンテナンスです．また
船舶のディーゼルエンジンのオペレーションを行っていることから，
そのノウハウを活用し，NTTビルの非常用発電機のメンテナンス
や，小規模ではありますが，船舶におけるインターネットコネクティ
ビティの提供といったビジネスも手掛けています．

■国際情勢が事業に影響を与えているそうですね．
海底ケーブル関連の事業は，世界の安全保障状況等に大きく事
業環境が左右されています．
ロシアのウクライナ侵攻以降，ロシア国内を結ぶ海底ケーブル

（KSM），ロシアと日本を結ぶ国際海底ケーブル（HSCS）の保守
契約を破棄せざるを得ませんでした．紛争状態にある国との契約
においては，保険契約を付保することができない状況の中，作業
を行わなければならないこと，また，日本国によるロシアに対す
る経済制裁等の実施に伴い，当社の敷設船は「非友好国の船」と
位置付けられており，ロシア領海内，あるいは排他的経済水域
（EEZ）内での作業が許可されたとしても，拿捕等のリスクが顕
在化しており，社員の安全確保ができないことによる措置です．
また現在，フィリピンでの事業を支えている敷設船「VEGA（旧
光洋丸）」の老朽化対策として，程度の良いオフショア船を購入
しノルウェーにてケーブル敷設船に改造中ですが，これをフィリ
ピンに回航させる際，中東情勢が不安定な中，スエズ運河経由で
は船舶の安全確保が保証できないため，南アフリカの喜望峰回り
で回航させる予定です．

NTTワールドエンジニアリングマリン
渡邊守社長

日本には6847の離島があり，このうち416に人が住んでいます．こうした離島の通信の
ほとんどが海底ケーブルによって支えられています．2023年にサービス開始した5G（第
5世代移動通信システム）サービスも海底ケーブルを利用して離島への展開を進めてい
ます．一方，とどまるところを知らない生成AI （人工知能）の進化もあいまって，国際
間で送受信されるデータ量も飛躍的に増大しています．こうした変化への対応も国際海
底ケーブルが担っています．国内外の海底ケーブルの建設・保守において重要な役割を
担うNTTワールドエンジニアリングマリン渡邊守社長に，国際情勢の影響を受けるビジ
ネス，市場構造，フィリピンを中心としたAPAC（アジア太平洋地域）への事業展開，
および海底ケーブルを敷設し，そして守り続けていく使命への思いを伺いました．

NTTワールドエンジニアリングマリン株式会社
https://www.nttwem.co.jp/

“つないだその先，豊かな未来へ　Full Ahead！
全速前進！”　海底ケーブルを敷設し，そして守り
続けていく使命を背負う企業

URL https://journal.ntt.co.jp/article/29843

DOI https://doi.org/10.60249/24103001
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さらに，最近では中国との関係においても，この海底ケーブル
関連事業への大きな影響があります．
さて，海底ケーブル事業は建設と保守とで大きく仕組みが異な

ります．建設工事は，発注元による入札が行われ，価格や技術力
等で審査され，落札事業者が決定します．一方保守に関しては，
当社のように単独で受託する「プライベート保守」と，複数の事
業者が協力して保守を提供する「ゾーン保守」という仕組みの 2
種類が存在します．日本を含む「ゾーン」は「YOKOHAMA 
Zone」と呼ばれ，日本（KDDIケーブルシップ株式会社：KCS），
韓国（LSMS：LSグループ），中国（SBSS：CTグループ）の 3カ
国体制で対応しています．したがって，当社とYOKOHAMA 
Zoneは競合関係でもあり，ケーブルオーナーが保守契約を締結
する相手を選択することになります（図）．最近特に注目されて
いるのが，これらの海底ケーブルの保守を名目に海底の地形調査
等が行われる可能性であり，「ゾーン保守」の場合，領海やEEZ
内で他国の船が活動することに対する評価も，経済安全保障と直
結する可能性があります．

旺盛な国内外の海底ケーブル需要に，実績と技
術力で受注拡大

■市場環境はどのような状況でしょうか．その中，どのよう
な事業に注力されていますか．
過去25年，NTTグループは日本発着の国際海底ケーブルを中
心に，コンソーシアム（共同建設チーム）の一員として一定の容
量の海底ケーブルを定常的に敷設してきました．ここ数年はデジ
タルプラットフォーマによる大規模な敷設が盛んに行われるよう

になりましたが，海底ケーブル敷設需要は旺盛なので，当社にとっ
ては追い風となっています．国内海底ケーブルに関しても，総務
省が進める高度無線環境整備推進事業を中心に離島向け海底ケー
ブル敷設が順調で，旺盛な需要が存在しています．また昨今のト
ラフィックの伸びをみても，今後10年程度は需要が枯渇する心配
はないようにみえますが，だからといって当社の事業が安泰かと
いうとそうではありません．
このため，特に経済発展が著しく，カボタージュ規制＊が緩や
かで，当社の成長を牽引するとみている，フィリピンを中心とし
たAPAC（アジア太平洋地域）エリアをターゲットに注力してい
ますが，保守船を持っていないにもかかわらず安値で受注するも，
故障が発生した際に当然対応できないといった不誠実な中国企業
との「競争」も頭の痛い問題です．
こうした中，これまでPLDT社のフィリピン国内事業のみの受
託に加えて，第 2キャリアグループであるInfi nivan社，Globe社，
Easterntelecom社が共同建設を計画した「PDSCN（Philippine 
Domestic Submarine Cable Network）」の建設工事とその後
の保守業務を当社が受託し，これがフィリピンのインターネット
環境を劇的に改善することにつながりました．特に保守業務につ
いては，フィリピンを含むエリアを保守するゾーン，「SEAIOCMA 
Zone」と，中国のプライベート保守事業者との間の3社競合の中，
長年にわたるフィリピンでの海底ケーブル保守の実績と技術力を
高く評価いただき，受注に至ることができました．

図　国際通信キャリアが設立した海底ケーブル保守ゾーン

＊  カボタージュ規制：自国の沿岸輸送（内航海運）は自国籍船に限るという
規制．
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能登半島地震の復旧支援の一翼を担い，その経
験を事業に活かす

■能登半島地震の復旧活動でケーブル敷設船「きずな」が活
躍したそうですね．
2024年 1 月 1日に発生した能登半島地震では，通信をはじめと

するインフラも壊滅的な被害が出ました．そのような中，通信に
おける孤立状態を回復させるべく，エンジンや居住スペースを船
首側に集約させ，作業スペースを船尾側に配置し，そのスペース
に災害対策用の資機材を搭載できるケーブル敷設船「きずな」が
NTTドコモとauの無線基地局を搭載して能登半島沖に向かい，
約 2週間，送波を行い孤立解消の一翼を担いました．
また， 1月 2日の出航要請から無線基地局搭載までの時間を使
い，並行して支援物資 7tを積み込む作業も行いました．自転車
やキャンプ用品等も調達し， NTTコミュニケーションズの災害対
策室が中心となり各方面と調整いただけたことで，無事に石川県
庁のチームに当該物資をお渡しすることができました．
さらに，商用電源の途絶により，NTT西日本，NTTドコモが
電源車，およびビル設置の非常用発電機の連続運転を行っていま
した．実はその連続運転を行うためには，定期的な潤滑油の交換
が必要なのですが，その潤滑油の交換をNTTアノードエナジー
からの要請を受け，当社の非常用発電機整備チームが対応しま
した．

■今後の展望についてお聞かせください．
PDSCNの事例は，フィリピンのインターネット環境を劇的に
改善することにつながり，完成披露パーティーにも招待され，大
統領，通信技術大臣，在比日本大使も参加される中，当社の功績
も紹介されました．さらに，今後退役を迎えるVEGAの後継船・
VEGAⅡが就航することにより，より機動的な活動が可能となり
ます．こうした好材料を足掛かりとして，日本国内の事業はもと
より，フィリピンを中心としたAPACにおける事業展開に，さら
に注力して取り組んでいくつもりです．
また，能登半島地震における「きずな」による支援では，宿泊
先の金沢市内から早朝に道路が寸断された奥能登に向かい，交換
作業を行った後金沢市内に戻る，といった作業を粘り強く行い，
非常用発電機の連続運転を支えました．約 1カ月間の対応でした
が，こうした災害時における不屈の闘志こそ，NTTグループの強
みでありDNAであり，これを社員全員の心にしっかりと刻んで
今後も事業に取り組んでいきたいと思います．

フィリピンを起点とするマーケットのニーズに迅速に
対応できる体制への転換

マニラ支店 支店長

篠崎　亮　さん

■担当されている業務について
教えてください．
マニラ支店の支店長として，支
店の運営を統括しています．フィ
リピンにはお客さま，工事協力会
社や船舶運航委託会社などがい
らっしゃいますが，最前線拠点としての利を活かし，特にお客さ
まとのエンゲージメントを強化することで早期に情報を入手して
本社と連携する，工事協力会社と良好な関係を維持し，さまざま
な対応に機動性を持ってあたることができるようにするなど，支
店の役割は重要性を増しています．
マニラ支店は現在，経理 2名，総務 1名，ケーブルデポの環境
整備とオペレーション，工事現場作業の監督等を担当する 2名と
いう小規模な組織ですが，事業拡大に伴って，リソースの増強や
業務の効率化が喫緊の課題になっています．また，フィリピンは
税制度が複雑で，その結果税務当局からの追徴課税リスクを抱え
ており，このような外部環境にしっかりと適応していく必要性が
あることから，コンサルタントなど外部のリソースも活用しなが
ら対応にあたっています．

■今後の展望について教えてください．
マニラ支店は2000年の開設以来，NTTグループが出資する
PLDT向けの海底ケーブル保守と建設のみを担ってきましたが，
近年，Globe社やInfi niVAN社等の海底ケーブル建設・保守も手
掛けるようになりました．今後はフィリピンのすべてのオペレータ，
さらには電力業者が保有する海底ケーブルもターゲットに顧客基
盤の拡大をめざしています．島国フィリピンでは海底ケーブルの
需要が高く，総長はNTTグループが保有する国内海底ケーブル
長をはるかに凌ぐ 1万5000 km以上で，さらに，米国と東南アジ
アをつなぐ海底ケーブルの中継ハブとしての役割を担っており，
国際海底ケーブルの需要の高まりも加わって保守事業の機会が増
大していきます．そこで，2025年早々のVEGA-II就航を機に，こ
れまで設備の都合上対応できなかった国際海底ケーブルの保守も
可能になり，従来は本社で担ってきた船舶のエンジニアリング業
務をマニラ支店へシフトし，フィリピンを起点とするマーケット
のニーズに迅速に対応できる体制を整えていきたいと考えています．
また，フィリピンは日本と同様に地震，台風等による被害も毎
年のように発生しており，能登半島地震での「きずな」による支
援も参考にしつつ，ケーブル敷設船を活用した通信手段の確保や
緊急物資の輸送といった災害対応でも，フィリピンのオペレータ

担当者に聞く
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と協力してここに暮らす人々のために貢献していきたいと思います．

信頼性，経済性の高い敷設ルートを設計，現場での
安全な作業実施のために日々勉強

設計担当

髙橋 絢子　さん

■担当されている業務について
教えてください．
私は，新たな海底ケーブルを敷

設する際に，海洋調査などを行い，
信頼性，経済性の高い敷設ルート
を設計し，お客さまに提案してい
ます．設計には実際に敷設を行う工事担当の視点も必要となるこ
とから，実際の敷設工事にも参加するとともに，現在は，円滑に
敷設工事を行えるよう工事前後の許認可の申請・取得業務も実施
しています．
海洋調査では，海底面の状況確認は音波を用いて行いますが，
過去漁業で使用したロープ，海藻の立ち上がりなどの，ルートや
工事の際に支障となる要素には，音波が反射せず発見することが
困難です．また海洋調査のデータが必ずしも正しいとは限らない

ため，事前に地先の漁協さんに伺い，現在や過去の漁業状況や漁
をする際に気を付けていることを伺い，海底の状況を補填してい
ます．
許認可の取得業務では，工事方法や時期などの情報を正しく関
係各所へ伝える必要があります．そのために，必要な情報や進捗
を可視化して情報を整理し，社内の担当者どうしでの意思疎通を
図ることを意識しています．実際に許認可の申請を行う際には，
誰もが納得いただけるよう，自身も納得したうえで資料を作成，
提出することを重視しています．

■今後の展望について教えてください．
社会インフラとしての通信において，そのネットワークの構成

要素に海底ケーブルの存在があることが，世間で取り上げられる
ことも多くなり，重要性も高まっています．この重要な設備の構
築に携わる担当者として，最近，現場での安全な作業実施，漁協
さんと円滑なやり取りが行えるよう，海に出る人の着眼点を学ぶ
ために，小型船舶免許を取得しました．研修を受けてみると海洋
関連ばかりではなく，気象や地形についても学ぶ時間が長く，想
像以上の奥の深さを感じました．
こうした資格取得をはじめ，さまざまなことにチャレンジし，
経験・学びを重ねながら仕事や考え方の幅を広げ，「お客さまに
満足していただける，安全で適切な敷設が行えるルート提案」が
できる設計担当になれるよう，努力していきたいと思います．

■ケーブル敷設船「きずな」で家族，社員の絆を深める
社員と家族，社員と社員の絆をより深め広めることを目的に，2024年 7 月26日
に長崎事務所およびケーブル敷設船「きずな」船内に社員のご家族をお招きし，
イベント（ファミリーデー）を実施したそうです（写真 1 , 2）．まずは朝礼，
ラジオ体操を一緒に行い，お子様 1人ひとりに用意された学校名や好きな食べ
物などを記載した名刺で，社長や社員と笑顔で名刺交換．その後，ヘルメット
を着用し「きずな」船内の見学・作業体験，海底ケーブルを通じて海外とつな
がる仕組みの説明やマニラ支店とのリモートコミュニケーション，そして，世
界遺産の端島（軍艦島）をブリッジから見学したそうです．また，「きずな」食
堂での昼食の美味しさに，ご家族の皆さんも感激されていたとのことです．
初の試みである「きずな」でのファミリーデーが皆さんのいい思い出になる
よう，バルーンでのウェルカム装飾等に加え，安全に楽しんでいただけるよう
入念に準備を行いました．長崎事務所の社員に加え，東京本社からも応援に駆
け付け，一丸となり取り組んだそうです．今回のファミリーデーで，社員と家族，
社員どうしの絆がさらに深まったことを実感したそうです．

NTTワールドエンジニアリングマリン ア ･ラ ･カ ･ル ･ト

写真 2　「きずな」船内での作業体験

写真 1　「きずな」船上で記念撮影




